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劇団綺畸2021年度夏公演

勿忘草

あらすじ

⼤きな街のどこか、とある⼩さな雑貨店、� ��。

そこには古い本があり、壊れかけた楽器があり、遠くの国の玩具が、

ほこりをかぶった装飾品があり、美しい⼈形がある。

店主は品物を並べ、店を開ける。お気に⼊りの場所に⾝体を沈めて⼈を眺める。

⼥が店を訪れる。たわいない⾔葉を交わし、こいびとの待つ家へと帰っていく。

花屋は携帯電話を⼿にせわしなく⾏き来し、あるいはけだるげに座り込む。

少⼥がほほえむ。のばされた⼿がその頬をなぞる。

愛しい。⼼から愛しい。どうしても。

怖い。私はひとり⽼いていく。

わたしを忘れないで̶̶。
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橘    栫伸太郎

登場⼈物

茉莉奈

かわいらしく、優雅。そして儚げ。時に驚くほどの⾊⾹、⼈を惑わす⾹りをみせ

る。⾃分の魅⼒を知っている。彼⼥は、彼⼥に語りかけるひとの分、表情を持って

いる。そしてまた、彼⼥⾃⾝のものも？

杏

慎ましく平和に、必要以上に他⼈と関わらず、ひとり暮らしていた。彼⼥にも家族

はあったのだろうが、もはや忘れてしまった。⼀⾒独⽴しているようだが、ふとし

たところでおもちゃを握りしめる⼦どもがのぞく。そんなとき彼⼥が⾒せる淋しい

陰は、どこか⽬を惹きつける。そこに垣間⾒えるくらい情熱。

桂

挫折の記憶は彼の奥深くに刺さっているのだろうが、⾒ないふりをしているのか。

このまま頭を空っぽにして⽣きていきたいと思う。仕事があって、時間があって、

ちょっと気になる⼥の⼦がいればそれでいい。でもやはり何かが⾜りない、⽋けて

いるなにかは彼に愁いを帯びた顔をさせる。

橘

静かにゆったりと、様々なものごとを語る。また時には誰かの話をただ聞いてい

る。そうしていないと不安だからかもしれない。過去を捨てようとしつつも過去に

縋り付いている。世界の遥かかなたをみているような眼をするとき、彼はなにを

⾒、聞いているのだろう。
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なにかに溺れるって、深い淵のようなものだと思いませんか？背丈の何倍も何⼗倍もある、

くらいくらい⽔をたたえた淵です。ゆったりと揺蕩う、あるいは鏡⾯のように静謐な、ある

いは⽔⾯下で激しく渦巻いている、そんな淵です。

ふとしたときに⾜を踏み外してはまり込む⼈もいれば、⾃分から⾶び込む⼈もいる。泳いで

いったものの⼒尽きる⼈もいるかもしれない。そしてまた、淵を⽬の前に⾜を踏み下ろせな

い⼈がいる。決して淵には近づかない、転びかけたらすぐに⽴ち上がれる⼈もいるでしょ

う。

『勿忘草』を作りながら、そんなことを考えていました。

あいする、と、いうとき私たちはなにを⾒ているのでしょう。いとしい、と、いうとき私た

ちはなにを思うのでしょう。私にはわかりません。

くるしいほどに幸せだ、と、いうとき……私のことはわかりません。あなたのことはもっと

わかりません。そう、いうならば̶̶私がビル街の上空に雲の流れるのを眺めるとき、あな

たの⾒ている景⾊ではニシンが捌かれているかもしれない。そうではないとどうしていえる

のか。そういうことなのです。

本⽇は���年度夏公演『勿忘草』にお越しいただき、誠にありがとうございます。この⼀

時間半を皆様とご⼀緒できることはこの上ない幸いです。どうぞお楽しみください。
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